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職
者
に
対
す
る
黙
祷
、
片
山
会
長

の
式
辞
と
続
き
、
各
表
彰
の
授
与

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
関
係
の
受
章
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　
　
　

※ 

（　

）
は
受
章
者
総
数

○
優
良
消
防
団
（
表
彰
旗
）

　
（
四
〇
団
）

・
高
萩
市
消
防
団

○
優
良
消
防
団
（
竿
頭
綬
）

　
（
八
三
団
）

・
つ
く
ば
市
消
防
団

・
潮
来
市
消
防
団

・
茨
城
町
消
防
団

○
功
績
章
（
九
三
〇
名
）

・
日
立
市
消
防
団

　

副　

団　

長　
　

滑
川　

三
男

　
　

外
二
十
九
名

○
精
績
章
（
二
、二
二
一
名
）

・
高
萩
市
消
防
団

　

副　

団　

長　
　

中
村　

泰
治

　
　

外
七
十
名

○
勤
続
章
（
七
、三
七
四
名
）

・
水
戸
市
消
防
団

　

班　
　
　

長　
　

圷　
　
　

久

　
　

外
百
七
十
四
名

○
優
良
婦
人
消
防
隊
（
表
彰
旗
）

　
（
一
七
隊
）

・
取
手
市
婦
人
消
防
隊

○
優
良
婦
人
消
防
隊
員（
功
績
章
）

　
（
二
二
名
）

・
神
栖
市
婦
人
消
防
隊

　

隊　
　
　

長　
　

高
橋　

栄
子

消防功労者表彰受章者

て
い
る
自
助
・
公
助
と
し
て
、
地

方
自
治
体
に
於
い
て
職
員
採
用
の

条
件
に
「
消
防
団
入
団
」
と
い
う

項
目
を
入
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま

し
た
。
一
考
の
余
地
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

以
前
、
災
害
発
生
時
に
常
備
消

防
が
現
場
に
到
達
で
き
な
い
と
い

う
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
時
に
、
地
元
の
消
防
団
の
力

が
必
要
か
つ
重
要
で
あ
り
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
、
淡
路
市

北
淡
町
の
消
防
団
の
大
活
躍
は
、

有
名
な
話
で
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

基
本
団
員
の
確
保
が
ま
ま
な
ら
な

い
と
す
れ
ば
、
ま
す
ま
す
多
様
化

す
る
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、
機

能
別
消
防
団
員
（
Ｏ
Ｂ
団
員
等
も

含
む
）
の
活
用
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

さ
ら
に
、
防
災
力
の
担
い
手
の

充
実･

強
化
と
い
う
点
か
ら
み
て

も
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
へ
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
に
訓
練
等
の
成
果
を

披
露
、ま
た
、見
た
目
に
も
カ
ッ
コ

い
い
消
防
団
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
最
後
に
、
各
県
の
団

長
さ
ん
と
の
交
流
も
含
め
、
大
変

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
協
会
に
こ
こ
ろ
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第六十二回

日本消防協会
定例表彰式

遠
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遠
遠
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遠
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遠
遠
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遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

　
「
表
彰
状
」
と
は
、「
多
年
消
防

業
務
に
精
励
す
る
と
と
も
に
、
退

職
後
も
、
地
域
の
消
防
防
災
活
動

に
尽
力
さ
れ
功
績
顕
著
な
者
」
と

し
て
元
職
の
消
防
職
・
団
員
に
贈

与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
県
消
防
大
会
に

お
け
る
知
事
表
彰
と
は
別
枠
の
も

の
で
あ
り
、
こ
の
様
に
元
職
を
も

対
象
と
し
て
、
消
防
大
会
以
外
に

定
例
的
に
行
う
表
彰
制
度
は
、
全

国
的
に
も
例
の
な
い
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
受
章
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

下
妻
市
消
防
団

　

団　
　
　

長　
　

粟
野　
　

茂

城
里
町
消
防
団

　

団　
　
　

長　
　

石
崎　

貞
夫

大
子
町
消
防
団

　

団　
　
　

長　
　

小
盛　

久
男

水
戸
市
消
防
本
部

　

消
防
正
監　
　

小
林
由
紀
夫

高
萩
市
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長　
　

小
野　
　

眞

ひ
た
ち
な
か
市
消
防
本
部

　

消　

防　

監　
　

住
谷　

明
雄

小
美
玉
市
消
防
本
部

　

消　

防　

監　
　

金
谷　

正
明

茨
城
西
南
広
域
消
防
本
部

　

消
防
正
監　
　

田
宮　

陽
一

元　

茨
城
町
消
防
団

　

団　
　
　

長　
　

山
西　
　

忠

　

平
成
二
十
一
年
度
茨
城

県
消
防
功
労
者
表
彰
式

が
、
平
成
二
十
二
年
二
月

九
日
（
火
）、県
庁
舎
「
第

一
応
接
室
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
協
会
か
ら
は
、
来
賓

と
し
て
大
塚
会
長
は
じ

め
、
四
名
の
役
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、「
功
労
章
」

が
八
名
（
消
防
団
長
三

名
・
消
防
長
五
名
）、「
表

彰
状
」
が
十
名
（
元
団
員

五
名
・
元
職
員
五
名
）、

合
計
十
八
名
の
方
々
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
功
労
章
」
と
は
、「
多

年
災
害
現
場
に
お
い
て
消

防
業
務
に
精
励
す
る
と
と

も
に
、
指
導
者
と
し
て
功

績
顕
著
な
者
」
と
し
て
現

職
の
消
防
団
長
及
び
消
防

長
に
贈
与
さ
れ
る
も
の
で

す
。

大塚会長に代わり挨拶をする葉梨常任顧問

元　

茨
城
町
消
防
団

　

団　
　
　

長　
　

皆
川　

重
孝

元　

東
海
村
消
防
団

　

団　
　
　

長　
　

橋
本　
　

勤

元　

取
手
市
消
防
団

　

副　

団　

長　
　

小
間　

一
英

元　

大
子
町
消
防
団

　

副　

団　

長　
　

藤
田　

市
郎

元　

土
浦
市
消
防
本
部

　

消　

防　

監　
　

坂
本　

昌
弘

元　

取
手
市
消
防
本
部

　

消
防
正
監　
　

金
田　
　

亮

元　

鹿
島
南
部
消
防
本
部

　

消　

防　

監　
　

塙　
　

英
穂

元　

鹿
島
南
部
消
防
本
部

　

消
防
司
令
長　
　

日
向
寺
正
夫

元　

稲
敷
広
域
消
防
本
部

　

消　

防　

監　
　

山
口　

秋
夫

　

平
成
二
十
一
年
度
の
日
本
消
防

協
会
定
例
表
彰
式
が
、
二
月
十
日

（
水
）、
二
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
お

い
て
厳
粛
か
つ
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
精
績
章
代
表
受
章

者
で
あ
る
高
萩
市
消
防
団
の
中
村

泰
治
副
団
長
の
ほ
か
、
受
章
者
を

代
表
し
て
次
の
方
々
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

　

高
萩
市
消
防
団

　
　
（
細
金
団
長　

他
）

　

取
手
市
婦
人
消
防
隊

　
　
（
三
島
隊
長　

他
）

　

式
典
は
、
東
京
消
防
庁
音
楽
隊

の
演
奏
に
の
せ
て
、
古
式
豊
か
な

日
本
消
防
協
会
旗
の
入
場
行
進
で

幕
を
開
け
、
国
歌
斉
唱
、
消
防
殉

　

当
協
会
主
催
の
消
防
関
係
者
叙

勲
・
褒
章
等
受
章
祝
賀
会
が
、
平

成
二
十
二
年
二
月
十
九
日
（
金
）

に
、
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
受
章
者
並
び
に
消
防
関
係
者

総
勢
七
十
六
名
が
出
席
し
、
先
輩

達
の
ご
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
変
お
忙
し
い
と
こ

ろ
を
出
席
頂
い
た
橋
本
知
事
並
び

に
西
條
県
議
会
議
長
か
ら
ご
祝
辞

を
頂
戴
し
、
そ
の
後
、
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
た
元
北
茨
城
市
消

防
団
長
の
松
崎
誠
次
氏
が
、
受
章

者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

祝
宴
は
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
先
輩
方
へ
の
お
祝

い
の
言
葉
や
お
互
い
の
近
況
な
ど

が
語
ら
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
ご
歓
談
頂
き
ま
し
た
。

ま
し
た
。指
揮
官
と
し
て
必
要
な
、

緊
急
時
の
状
況
判
断
能
力
・
意
思

決
定
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
大
変
有
効
な
訓
練
の
一
つ
で

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
救
急
医
療
の
問
題
点
」
と
題

し
て
の
、
聖
路
加
国
際
病
院
理
事

長
・
日
野
原
重
明
先
生
の
講
義
で

は
、
九
十
歳
後
半
の
御
高
齢
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
五
十
分
間
座
る
こ

と
も
な
く
御
講
義
い
た
だ
い
た
こ

と
に
は
驚
き
ま
し
た
。
内
容
は
、

救
急
現
場
の
初
期
対
応
を
挙
げ
、

「
何
も
し
な
け
れ
ば
、
蘇
生
が
極

端
に
少
な
く
な
る
。」
と
事
例
を

挙
げ
て
強
調
、
感
銘
深
い
も
の
で

し
た
。
今
、
私
ど
も
の
女
性
団
員

等
で
行
っ
て
い
る
救
急
講
習
会
を

通
し
て
の
（
応
急
手
当
の
普
及
）

活
動
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
究
討
議
で
は
、
全
国
の
消
防

団
で
の
問
題
で
あ
る
団
員
の
確
保

で
あ
り
ま
し
た
。
消
防
団
で
行
っ

　

我
が
県
に
お
い
て
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
、
赤
羽
消
防
団
の
小

澤
浩
子
先
生
に
よ
る
講
義
で
は
、

積
極
的
に
女
性
消
防
団
員
の
登

用
・
発
足
事
例
と
し
て
、茨
城
県
の

取
り
組
み
方
の
発
表
を
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
突
然
の
事
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、全
体
の
中
で
発
表
で
き
、

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
事
に
は
、大
変

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
危
機
管
理
」
の
講
義
で
は
、

図
上
訓
練
（
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
）
方
式
「
先
手
々
々
に
対
応

す
る
」「
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
」

こ
の
こ
と
を
基
本
に
全
員
で
行
い

　

各
地
で
の
出
初
め
式
が
一
段
落

し
た
一
月
十
九
日
か
ら
の
四
日
間

「
第
三
十
六
回
消
防
団
幹
部
特
別

研
修
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

団
幹
部
と
し
て
、
必
要
不
可
欠

な
教
養
を
再
認
識
す
る
た
め
の
講

義
、
全
国
の
各
消
防
団
が
抱
え
て

い
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
課

題
研
究
討
議
の
二
本
立
て
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

日
本
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
第

三
十
六
回
消
防
団
幹
部
特
別
研
修

が
、
平
成
二
十
二
年
一
月
十
九
日

か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
三
泊
四
日

の
日
程
で
実
施
さ
れ
、
本
県
か
ら

は
大
子
町
消
防
団
の
小
盛
久
男
団

長
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
小
盛
団
長
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
寄
稿
文
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

日
本
消
防
協
会
主
催
・

消
防
団
幹
部
特
別
研
修

片山会長から精績章を代表受章する高萩市消防団の中村副団長

消防功労者表彰平 成
21年度

平
成
二
十
一
年
度

消
防
関
係
者
叙
勲
・

褒
章
等
受
章
祝
賀
会

「
消
防
団
幹
部
特
別
研
修
」に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
て

　
　

大
子
町
消
防
団　

団
長　

小　

盛　

久　

男

『
功
労
章
』（
八
名
）

『
表
彰
状
』（
十
名
）
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V75ESからV10Fまで
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消
防
職
員
意
見
発
表
会
開
催

じ
、
ま
た
、
力
強
い
仲
間
が
い
る

こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を

各
地
域
の
た
め
の
災
害
、
防
災
活

動
に
お
け
る
重
要
な
位
置
づ
け
と

し
、
地
域
住
民
と
一
体
的
な
連
携

の
も
と
に
総
務
省
消
防
庁
の
消
防

団
員
募
集
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
守
り

た
い
・
大
切
な
ひ
と
・
大
切
な
ま

ち
」
を
目
指
し
、
地
域
住
民
の
生

命
財
産
を
守
る
こ
と
に
、
団
員
の

一
人
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
茨
城
県
消
防
協
会
の

推
薦
に
よ
り
守
谷
市
か
ら
川
﨑
、

須
賀
の
両
団
員
を
含
め
三
名
が
参

加
で
き
た
こ
と
、
第
九
回
中
央
特

別
研
修
の
総
代
と
し
て
の
重
責
を

無
事
果
た
せ
た
こ
と
、
そ
し
て

百
四
十
一
名
の
研
修
生
が
同
じ
愛

護
精
神
を
持
ち
、
素
晴
ら
し
い
仲

間
を
得
た
こ
と
と
合
わ
せ
、
推
薦

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
事
務
局

に
感
謝
申
し
上
げ
研
修
の
報
告
と

い
た
し
ま
す
。

筑西市消防団県内初の
機 動 部 隊 を 発 足
筑西市消防団県内初の
機 動 部 隊 を 発 足

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
も
な
く
桜
の
咲
く
季
節
、
今

年
は
平
年
よ
り
も
か
な
り
開
花
が

早
く
な
る
よ
う
で
、
春
の
訪
れ
と

と
も
に
始
ま
る
新
し
い
一
年
に
期

待
を
寄
せ
て
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う

か
…
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
）

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

〜
十
九
日
（
二
泊
三
日
）

（
参
加
者
）

　

守
谷
市
消
防
団

　
　

分
団
長　
　

会
田　

重
雄

　
　

分
団
長　
　

川
﨑　
　

仁

　
　

分
団
長　
　

須
賀　

吉
一

○
女
性
団
員
の
部

　

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
二
日

〜
二
十
四
日
（
二
泊
三
日
）

（
参
加
者
）

　

筑
西
市
消
防
団

　
　

団　

員　
　

本
橋
万
梨
奈

　
　

団　

員　
　

増
渕　

悦
子

　

今
回
の
研
修
で
は
、
男
性
団
員

の
部
で
守
谷
市
消
防
団
の
会
田
分

団
長
が
研
修
生
総
代
の
大
役
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
会
田
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
感
想
文
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
女
性
団
員
の
部
参
加
者

か
ら
の
寄
稿
文
は
、
次
号
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
し
た
。

○
男
性
団
員
の
部

　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
七
日　

救
急
車
要
請
の
際
に
、
救
急
隊
が

迅
速
・
適
切
な
活
動
の
た
め
必
要

な
医
療
情
報
な
ど
を
封
筒
に
入

れ
、
日
頃
か
ら
自
宅
冷
蔵
庫
に
貼

り
つ
け
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
れ
に
工
夫
を
加
え
、
災
害

発
生
時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

　

そ
の
名
も
「
手
を
つ
な
ぐ
、
ご

近
所
便
」
で
す
。

　
「
ご
近
所
便
」
は
「
災
害
発
生

時
、
自
力
避
難
が
困
難
な
方
」
を

対
象
と
し
、「
災
害
時
要
支
援
者
」

と
位
置
付
け
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
情
報
便
」
の
内
容

に
「
家
の
間
取
り
」「
普
段
い
る

部
屋
」「
避
難
先
」
を
加
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
ご
近
所
便
」
を
、

消
防
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
出

場
指
令
書
な
ど
で
「
ご
近
所
便
」

の
内
容
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

　

火
勢
を
鎮
圧
し
、
所
在
の
確
認

が
取
れ
な
い
男
性
を
捜
索
中
、
未

だ
発
見
さ
れ
な
い
父
に
向
い
、
い

て
も
た
っ
て
も
い
れ
な
く
な
っ
た

息
子
さ
ん
が
発
し
た
悲
痛
な「
声
」

で
し
た
。

　

酒
屋
を
経
営
す
る
私
の
実
家
の

お
得
意
様
だ
っ
た
た
め
、
私
は
こ

の
男
性
が
高
齢
で
あ
る
と
と
も

に
、
足
腰
が
不
自
由
で
あ
る
こ
と

を
、
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。

　

懸
命
の
捜
索
も
虚
し
く
、
男
性

は
縁
側
ま
で
、
も
う
一
メ
ー
ト
ル

も
な
い
、
台
所
の
片
隅
で
亡
骸
と

な
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
…
。

　

ど
う
し
て
あ
と
一
分
で
も
早
く

火
災
に
気
付
け
な
か
っ
た
ん
だ
！

…
そ
う
す
れ
ば
男
性
は
助
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
…
そ

う
考
え
な
が
ら
、
そ
の
時
私
は
、

肩
を
落
と
す
息
子
さ
ん
に
か
け

る
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

こ
の
火
災
の
よ
う
に
、
災
害
で

体
の
不
自
由
な
方
な
ど
が
亡
く
な

る
こ
と
は
、
私
た
ち
消
防
だ
け
で

な
く
、
町
全
体
を
挙
げ
て
「
絶
対

に
」
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
！

　

そ
う
私
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た

の
は
、
息
子
さ
ん
が
発
し
た
あ
の

悲
痛
な
「
声
」
で
し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
、
災
害
に
よ
る
死

者
の
撲
滅
を
目
指
す
た
め
、
高
萩

市
で
運
用
さ
れ
て
い
る
「
あ
ん
し

ん　

救
急
医
療
情
報
便
」
と
い
う

取
組
に
注
目
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
健
康
不
安
を
持

つ
方
な
ど
を
対
象
と
し
、
万
一
、

研修生総代として開講式で宣誓を述べる守谷市消防団の会田分団長

　

日
本
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
第

九
回
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別

研
修
が
、
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ

　

総
務
省
消
防
庁
が
平
成
二
十
一

年
度
補
正
予
算
で
実
施
し
た
緊
急

地
域
安
全
対
策
事
業
に
よ
り
、
県

内
十
二
の
消
防
団
に
「
消
防
団
救

助
資
機
材
搭
載
型
車
両
」
が
配
備

（
無
償
貸
与
）さ
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
筑
西
市
消
防
団
で
は
県

内
初
と
な
る
機
動
部
隊
を
発
足
し

ま
し
た
。

　

機
動
部
隊
は
、
消
防
団
員
の
中

か
ら
選
抜
さ
れ
た
建
設
機
械
の
運

転
資
格
取
得
者
な
ど
二
十
五
名
で

編
成
さ
れ
、去
る
三
月
二
日（
火
）、

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ア
ル
テ
リ
オ
」
に
お
い
て
辞
令

交
付
と
発
隊
式
、
そ
の
後
、
消
防

人
弱
と
、
小
さ
な
町
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、こ
の「
ご
近
所
便
」の「
小

さ
な
工
夫
」
が
、
町
全
体
に
浸
透

し
、「
大
き
な
変
化
」
と
な
っ
て
、

災
害
に
よ
る
死
者
を
無
く
す
こ
と

団
救
助
資
機
材
搭
載
型
車
両
の
引

渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
災
害
発
生
時
の

障
害
物
撤
去
や
人
命
救
助
、
道
路

や
河
川
の
決
壊
に
対
す
る
復
旧
活

動
な
ど
様
々
な
場
面
で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

筑西市・吉澤市長から車両の引渡しを受ける大津隆一隊長

　

茨
城
県
消
防
長
会
主
催
の
第

三
十
三
回
全
国
消
防
職
員
意
見
発

表
茨
城
県
大
会
が
平
成
二
十
二
年

二
月
二
十
六
日
（
金
）
に
高
萩
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
消
防
本
部
か
ら
一
名
が

出
場
し
、
真
摯
で
熱
気
あ
ふ
れ
る

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
審
査
結
果
》

・
最
優
秀
賞　

高
萩
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

池
澤　

真
人

「『
生
存
者
あ
り
！
』
の
声

を
聞
く
た
め
に
」

・
優
秀
賞　

鹿
島
地
方
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

関　
　

正
則

　
　
　
「
小
さ
な
命
」

・
優
秀
賞　

水
戸
市
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

人
見　

哲
郎

「
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
に

参
加
し
て
〜
よ
り
深
い
訓

練
の
た
め
に
」

・
優
秀
賞　

筑
西
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
和
之

「
小
さ
な
力
を
大
き
な
力

に
」

　

最
優
秀
賞
の
池
澤
真
人
さ
ん

は
、
四
月
二
十
二
日
に
東
京
都
で

行
わ
れ
る
第
三
十
三
回
全
国
消
防

長
会
関
東
支
部
大
会
に
本
県
代
表

と
し
て
出
場
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
こ
に
、
最
優
秀
賞
の
発
表
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

あ
な
た
は
、
年
を
と
り
、
体
が

不
自
由
に
な
っ
た
と
き
、
襲
い
来

る
災
害
に
、
ど
う
立
ち
向
か
い
ま

す
か
…
？

　
「
オ
ヤ
ジ
！
早
く
出
て
来
い

よ
！
」

　

心
の
底
か
ら
振
り
絞
る
よ
う

な
、
そ
の「
声
」を
聞
い
た
の
は
四

年
前
の
初
夏
…
夕
闇
迫
っ
た
、
あ

る
火
災
現
場
で
の
こ
と
で
し
た
。

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
出
場
前
に
情
報

を
取
得
で
き
、
活
動
方
針
の
決
定

な
ど
、「
災
害
時
要
支
援
者
」
の

存
在
を
念
頭
に
置
い
た
、
適
切
な

活
動
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
、最
も
重
要
な
こ
と
は
、

「
ご
近
所
便
」
の
作
成
に
、
管
轄

の
消
防
団
員
と
近
隣
住
民
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

あ
な
た
の
ご
近
所
に
、「
災
害

時
要
支
援
者
」
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

災
害
発
生
時
、
第
一
救
助
者
と

な
り
得
る
の
は
、
私
た
ち
消
防
だ

け
で
な
く
、
消
防
団
を
始
め
こ
こ

に
い
る
、
ご
近
所
に
暮
ら
す
皆
さ

ん
で
す
。そ
の
皆
さ
ん
に「
災
害
時

要
支
援
者
」
の
存
在
を
意
識
付
け

て
も
ら
い
、
地
域
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
最
も
重
要
な
の
で
す
。

　

高
萩
市
の
総
人
口
は
三
万
二
千

　

茨
城
消
防
も
今
回
が
今
年
度
最

後
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　

何
と
か
予
定
ど
お
り
の
発
行
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
皆
様

の
ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
感
謝
申

編 

集 

後 

記

が
で
き
る
の
で
す
！

　

私
は
も
う
、あ
の
悲
痛
な
「
声
」

は
聞
き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
生
存
者
あ
り
！
」
の
「
声
」

を
聞
く
た
め
に
！

日
本
消
防
協
会
主
催
・
消
防
団

幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修

　

北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
か
ら

各
都
道
府
県
よ
り
推
薦
さ
れ
た
研

修
生
百
四
十
一
名
が
二
泊
三
日
の

限
ら
れ
た
時
間
に
お
い
て
、
現
在

団
員
が
直
面
し
て
い
る
四
課
題
を

中
心
に
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ⅰ
若
年
層
の
団
員
確
保
対
策
に

つ
い
て
・
Ⅱ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
が

進
む
中
で
の
効
果
的
な
活
動
方
策

に
つ
い
て
・
Ⅲ
新
た
な
消
防
団
活

動
の
展
開
に
つ
い
て
・
Ⅳ
消
防
団

活
動
の
問
題
点
と
解
決
策
に
つ
い

て
集
中
的
に
討
議
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
課
題
は
、
私
た
ち
が
住

ん
で
い
る
地
域
の
問
題
で
あ
る
と

同
時
に
全
国
的
に
抱
え
て
い
る
問

題
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
地

域
防
災
で
の
不
可
欠
課
題
だ
と
改

め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
消
防
団
員
数
は
約

八
十
八
万
人
と
言
わ
れ
、
百
万
人

規
模
を
目
指
し
て
、
今
回
の
四
課

題
は
今
後
の
消
防
団
活
動
の
場
が

全
国
的
規
模
に
進
む
こ
と
を
信

「
消
防
団
幹
部
候
補
中
央

　
　
　
　
　

特
別
研
修
」に
参
加
し
て

　
　

守
谷
市
消
防
団　

会　

田　

重　

雄

「
生
存
者
あ
り
！
」の

　
　
　
　
　
　

声
を
聞
く
た
め
に

　
　

高
萩
市
消
防
本
部　

池　

澤　

真　

人


